





















旧蔵） 、元亀二年（一五七一）の『堂 次第』 （徳大寺家旧蔵）天正四年（一五七六）の『堂上次第』 （陽明文庫所蔵）──
 につ































































































































位（ 『公卿補任』 ）が反映されており、一方、 月十五日に薨去した従二位藤原定宗（ 『公卿補任』 ）の記載があ ので、これは応安四年の春除目のために作成されたと考え る。　
宮内庁書陵部において登録されている史料名 「五位已上歴名帳」



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































次に、 両 『暦名』 における人名の排列順を確認する。 『歴名土代』
や『補略』では、位階ごと、原則として叙位順に従って排列されている
*11が、両『暦名』では、一見して明らかなように、特定の諸


























































































































































































































































従三位 058～082 083～088 089
正四位上 090～091 092
正四位下 093～131 132 133～138 139～140 141～147
従四位上 148 149～186 187～191 192～194 195～198
従四位下 199～248 249～254 255～256 257～261 262～263 264～265
正五位上 266～267 268～274 275
正五位下 276～372 373～379 380～387 388～395 396～402 403～409 410～418





















従二位 　 023～035 036～037
正三位 　 038～055 056～060
従三位 　 061～081 　 082
正四位上 　 083～085 　 　 086～087 088 　
正四位下 089 090～121 122～126 127～130 131～132 　 133～135
従四位上 　 136～153 154～158 159～161 162～166 　 167～169
従四位下 　 170～208 209～210 211～214 215～221 　 222 223～225
正五位上 　 226～228 229～230 　 　 231～233 　 234～236
正五位下 237 238～314 315～317 318～321 322～324 325～330 331 332～339

























































































































































































































































三年八月十七日～応安四年三月二十三日）であっ 。そもそも後醍醐天皇が吉野へ逃れて成立した当初の南朝朝廷は、後醍醐天皇の側近のみによって構成されており、所謂「大覚寺統」に近い立場にあった公家衆も、大半は京都に留まり、北朝の光厳院 院政のもとで光明院、ついで崇光院の朝廷 出仕していた。しかし観応の擾乱のもとで、崇光院が廃位さ 北朝朝廷が消滅し、南朝の後村上天皇 よる正平の一統 成就す 、京都の公家・地下官人 多くは、南朝に仕えざるを得なくなった。足利尊氏は後光厳院を天皇に擁 して京都を恢復したが、後光厳院は 光厳院、光明院、崇光院 北朝三上皇が吉野に移されて不在であった
ため、院宣なしで、三種の神器がないにもかかわらず、踐祚して天皇となったのであった。こ ように、正当な手続きを踏まないまま成立した後光厳院の朝廷が、正統性の点で疑問を持たれ、求心力に欠けてい ことは、周知のとおりであろう。事実、南朝に帰参する公家衆が急増するのは、正平の一統の後である。　
人材が不足していた発足当時の後光厳院朝廷のもとでは、当初、
朝廷儀礼においては、崇光院期のものを踏襲した儀礼文書が、そのまま使用されたのであろう。貞治三年 時点において、かつて崇光院の朝廷に出仕していたが当時は南朝に祗候していた有位者の名も記載された『暦名』が用いられたことには、そのような背景があったと考えられる。しかし、その後、 安定し、自分たちだけで十分に朝廷を運営できるという目途が立つと、応安四年『暦名』に見られるように、もはや南朝方の人々位階を残したままにしておく必然性はなくなっ であろう。　
ここから、 或いは、 南朝のもとから解放されて帰京した光厳院 ・


















いる各人について、更に多くの事実が明らかになることであろう。そして、その過程において、南朝 構成人員のみならず、後光厳院朝廷における位階秩序の実態についても、新しい研究 展望が開けるよう なるものと思われる。注
*1　








































































































北朝時代の近衛家については 森茂暁 「南北朝期の近衛家門について」 （ 『陽明叢書記録文書篇月報』
11、思文閣出版、一九八六年一月）を参照され
たい。*14　








*19　『譲補記』 「暦応三年親文御元服御譲補等日記」 暦応三年九月九日条 （ 『大日本史料』第六編之六、 二八五～二八六頁）に所引の暦応三年七月日付
 










































On the Ryakumyous of the years Jouji 3 (A.D.1364) and Ouan 4 (A.D.1371)
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